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Ⅰ．はじめに

1．情報倫理教育と人格形成

財団法人私立大学情報教育協会主催による「平成 17年度情
報倫理教育研究集会」（9月 6日，立教大学）において，「情報
倫理教育の教育効果を高めるための対応策」と題した全体討議
の中で，「情報倫理教育の基本的な枠組みとして，『倫理・技
術・法律』を柱とする意見が出された一方，情報倫理とは内在
的な制約に基づく行動規範であるとし，重要なのは『倫理・技
術』であるという考え方が示された。また，社会に貢献する人
材の育成という立場から，人格形成という意味合いもあるとい
うことが指摘された」（1）と報告している。
ミクロ的な視点からは，情報倫理に関する授業においては

「倫理」「技術」「法律」が重要であり，それぞれ『規範意識』
『ネットワーク』『著作権』と解釈することができる。
マクロ的な視点からは，情報倫理に関する教育は社会に貢献

する人材の育成に資するということである。このことは，まさ
に本学の建学の精神「誠実にして社会に役立つ人間の育成」と
合致するところであると言える。

2．学生の学びの意識と情報倫理観

偏差値や出身校など自己の動機以外のものに従って大学を選
んだ場合，学生は「自分が何を学びたいのか」「何を欲してい
るのか」について曖昧なまま大学にくることになる。このよう
な状況では，一般教養や専門教育をなぜ学ぶのかということに
ついては必ずしも自明ではない。（2）これは本学においても例外
ではない。
「自分が何を学びたいのか」「何を欲しているのか」について
曖昧なまま入学した学生がいると想定し，そのような学生に対

して，必修科目「情報基礎理論」の中でどのようにして情報倫
理観を育てたり高めたりすればよいか，十全なる準備・計画の
もと授業を実施し，その途中においても授業改善の視点から，
学生の授業評価を受け，よりよい授業を探求していかなければ
ならない。

3．短時間での効果的な授業

玉田らは，高等学校においては，時間的制約を考慮した効果
的かつ効率的な指導法の開発は，情報モラル教育における緊急
課題である（3）と捉えているが，大学においても同じことが言
えると考える。本学 1年次生の前期の科目「情報基礎理論 a」
の中に占める情報倫理に関する授業数は少なく，2時間（2コ
マ）である。この 2時間で，学生一人一人の情報倫理観を高め
ていかなくてはならない。

4．前期授業における情報倫理の位置づけ

「情報基礎理論 a」は，1年次生に対して必修として課してい
る。1年次生を 6クラスに分け，1クラス 70名前後で構成され
ている。クラス分けは入学式当日の基礎学力小テストに併せて
実施するアンケートの回答をもとに行われ，アドバンスクラス
（シスアド： Systems Administrator や MOS ： Microsoft
Office Specialistの資格取得が主目的）が 2クラス，一般クラ
ス（初心者・初級者を対象）が 4クラスある。筆者は一般クラ
スの 2クラスを担当している。
この一般クラスのシラバスは共通であり，情報倫理に関する

内容は前期の後半に位置づけられている。そこに至るまでは，
電子メール，インターネット，ワープロについての基本的な操
作実習が中心であり，情報機器，または情報通信機器としての
コンピュータのよさについて実感することができるように配慮
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する。そして，それを「光」の部分と捉えれば，「影」の部分
もあることに目を向け，情報倫理に関することを学ぼうとする
意識を一人一人の学生が持つことができるようにしたい。

Ⅱ．研究の目的

大学 1年次生の必修科目「情報基礎理論 a」に含まれる情報
倫理に関する授業について考察し，授業実施後の学生の情報倫
理に対する意識と行動の変化について分析する。

Ⅲ．研究の方法

1．教科書分析と実態把握

（1）教科「情報A」の中の「情報モラル」

中橋と水本は，13社の高等学校「情報 A」の教科書の中で
共通に取り上げられていなかったものの一つとして「情報モラ
ル」があり，情報モラルを取り上げていない教科書は 7社ある（4）

と指摘している。これから言えることは，高校 1年次において
は「情報 A」を必修とする高等学校が多い状況にはあっても，
「情報 A」において情報モラルのことが載っていない教科書が
過半数を占めているということである。
2003年度に教科「情報」が新設された当時，現大学 1年次

生は高校 1年生であったことから，情報倫理に関する学習経験
の割合は少ないことが予想できる。
そこでは，本学に入学してくる学生の割合が高い石川県の高

等学校をはじめ，富山県や福井県の高等学校において採用され
ている教科「情報」の教科書について調査した。調査は，石川
県教育センター情報教育課，富山県総合教育センター科学情報
部，福井県教育委員会高校教育課への電話による聞き取りを行
った。
その結果，石川県と富山県の高等学校においては，実教出版

社と日本文教出版社の教科書が多く採用されており，福井県の
高等学校においては，実教出版社をはじめ，日本文教出版，第
一学習社，数研出版社の教科書が採用されていることがわかっ
た。この結果をもとに，実教出版社と日本文教出版社の教科書
で扱われている「情報モラル」について分析した。その結果，
次のことがわかった。
実教出版社の「情報 A」においては，第 2章「ネットワーク

の活用」の中の第 3節「ネットワーク利用の心がまえ」で情報
モラルを扱っている（全 9ページ）。ここでは「情報モラル」
という言葉は紙面に表されてはいないが，「個人情報の保護」
「知的財産権の保護」「著作権」「セキュリティ」「個人の責任」
を題材にして，情報を扱う際の注意について示している。情報
モラルに関する学習「ネットワーク利用の心がまえ」の前節
（第 2節）「情報の受発信と共有」で電子メールを扱っているた
め，「電子メールの送受信」の体験や経験をもとに，本節（第
3節）「ネットワーク利用の心がまえ」について学習できる構
成になっている。したがって，教科書を読むだけでもある程度
の情報倫理観は高まっていくものと言える。
日本文教出版社の「情報 A」においては，第 2章「情報を活

かそう」の中の第 3節「情報を活かすために」で情報モラルを
扱っている（第 4 項「情報モラル」全 2 ページ）。ここでは
「セキュリティ」「プライバシー」「知的財産」「電子メール」
「Webページ」「電子掲示板」などを題材にして，情報を扱う
際の注意について示している。また，「情報モラルと著作権」
というコラムを設定し，生徒に対して「情報モラルを身につけ
よう」と投げかけている。しかしながら，「題材」も「コラム」
も解説中心（知識中心）になっているため，生徒実習と組み合

わせた授業によって，情報倫理観を高めていく必要があると言
える。
（2）教科「情報C」の中の「情報モラル」

高等学校における「情報モラル」は，初等中等教育における
情報教育の目標の 3本柱の 1つである「情報社会に参画する態
度」と密接な関係にある。高等学校の教科書に対応した言い方
をすれば，「情報 C」は「情報社会に参画する態度」に，「情報
A」は「情報活用の実践力」に，「情報 B」は「情報の科学的
な理解」に，それぞれ対応している。
「情報社会に参画する態度」は，体験に根ざした「情報活用
の実践力」と，適切な知識としての「情報の科学的な理解」と
に基づき，情報化が人間や社会にどのような光と影の影響を及
ぼす可能性があるのか，また，その影響を克服するためにはど
のような注意や配慮が必要なのかを考えさせることで培われる
ものである。（5）

したがって，「情報 C」の教科書の中には「ネットワークの
セキュリティ」「モラルとマナー」「知的財産権の保護」「情報
化の光と影」（いずれも実教出版社）や，「共有とセキュリティ」
「個人情報の漏えいと保護」「著作権の侵害」「サイバー犯罪」
（いずれも日本文教出版社）などが扱われている。
しかし，中橋と水越が教科｢情報｣の実施状況について大阪府

内の高等学校の教師を対象に調査を行った結果，一番多いのは
1年次に「情報 A」を必修で行い，2，3年次に選択で「情報 B」
や「情報 C」を実施するものであった（6）と報告していること
から，本学に入学した 1年次生においても，高校生のときに
「情報 C」の授業を受けた経験者は極めて少ないと予想できる。
（3）情報モラルについての実態把握

教科「情報」が新設された 2003年度以降，どの程度「情報
A」や「情報 C」の授業が実施され，生徒が「メールの送受信」
を経験したり，その経験をもとに「情報モラル」について考え
たりしたかの有無は，現大学 1年次生の実態調査によって把握
しなければならない。そして，その結果をもとに「情報基礎理
論 a」における情報倫理についての授業を設計・実施していか
なければならない。
（4）「電子メール」と「情報倫理」との関係

電子メールの送受信についての知識や，実際に送受信する経
験は，情報倫理に関する意識や行動につながるものと考える。
メールには手紙と同様に一定の形式があり，それを守ることに
よって相手とコミュニケーションを図ることができることや，
送受信の手順を実際に経験することによってネットワーク社会
のルールを知ることができるため，情報倫理観につながるもの
と考える。
櫻井と生田は，教科「情報 A」の 13社の教科書比較を行い，

「メールの送受信」を扱っている教科書は 11であった（7）と報
告している。このことから，ほとんどの教科書で「メールの送
受信」を扱っていることがわかる。
そこで，「情報モラル」と同様に，実教出版社と日本文教出

版社の教科書をもとに，「メールの送受信」について分析した。
その結果，次のことがわかった。
実教出版社の「情報 A」においては，第 2章「ネットワーク

の活用」の中の第 2節「情報の受発信と共有」で電子メールを
扱っている，ここでは 4ページにわたって「電子メールの送受
信」の手順についての解説があり，チュートリアル式になって
いるため，指示にしたがって進めていくだけで基本的な操作を
学ぶことができるようになっている。また，ワープロ文書を添
付して送信する手順についても項を改めて解説してある。これ



らのことから，実教出版の教科書を使っている高等学校におい
ては，「メールの送受信」についての経験者が多いことが予想
できる。しかし，その実態は調査によって把握する必要があ
る。
日本文教出版社の「情報 A」においては，第 1章「情報を理

解しよう」の中の第 3節「情報伝達の工夫」で電子メールを扱
っている。ここでは電子メールのしくみについて 1ページを割
いて解説してあるが，実際にメールを送ってみることは実習扱
い（実習：先生や友だちにメールを送ってみよう）になってお
り，送信の手順については解説されていない。このことから，
日本文教出版の教科書を使っている高等学校においては，実際
の実習において「メールの送受信」を経験することになり，そ
の実習を授業内容に含むか否かは指導にあたる教師に委ねられ
ていると言ってよい。したがって，どの程度「メールの送受信」
について経験しているかは，実態把握が必要である。
（5）電子メールについての実態把握

情報モラルについてと同様に，教科「情報」が新設された
2003年度以降，どの程度「情報 A」の授業が実施され，実習
による「メールの送受信」を経験したかの有無は現大学 1年次
生の実態調査によって把握しなければならない。そして，その
結果をもとに「情報基礎理論 a」における電子メールについて
の授業を設計・実施していかなければならない。

2．授業の設計と実施

（1）情報基礎理論の授業の全体構想

大学 1年次生にとって，コンピュータを使った実習形式の授
業は意欲を持って臨めるのではないかと考える。しかし，毎回
のように与えられる課題に対しての意欲には学生個々に差が生
じるものと考える。楠原（國學院大学）は自己が受け持つ授業
の学生たちに対してどんな授業がおもしろいか，どんな授業が
よい授業だと思うか，というアンケートをとったら，「その時
間，何をやるかがはっきりしている授業」というのがあった（8）

と述べている。筆者は 2005年度まで小学校の教師を務めてい
たが，学習者が授業の見通しを持つことは，初等・中等・高等
教育に共通，かつ，重要なことであると再認識している。
そこで，毎時間の始めには「授業の内容」をプレゼンテーシ

ョンソフトや一斉提示装置を用いて，視覚的に伝えるようにす
る。これによって学生は授業の見通しを持つことができる。さ
らに，電子データ化した「授業の内容」を学生が自由に閲覧で
きる学内専用のネットワークドライブに置くようにする。これ
によって学生は授業の復習ができるようになるとともに，欠席
した場合の自学自習教材として利活用することが可能になる。
（2）共通ビデオ教材の番組分析

先にも述べたように，情報基礎理論 aの「一般クラス」のシ
ラバスは共通である。また，情報倫理に関する授業の際には 2
本の情報セキュリティ対策ビデオ（提供：財団法人警察協会）
を視聴することも共通である。そこで，授業実施の前に 2本の
番組を視聴し，番組分析を行うようにする。番組は教材であり，
教材は授業者による綿密な分析のもとに活用しなければならな
いと考える。
番組を利用した教授・学習過程というものは，「教師」「教材」

「学習者」の 3つの要素と「指導過程」「提示過程」「受容過程」
の 3つの過程の有機的，相補的なからみ合いの総体と考えるこ
とができる（9）と波多野らが述べているように，事前の番組分
析をもとに，どのような指導過程の中に用いるか，どのような
提示のしかたをとるか，それらによって学生はどのように受容

するかについて検討しなければならない。また，番組を受容し
た学生の視聴感想をどのような形で表出させるかについても検
討する必要がある。
（3）授業設計の視点

①実態把握の結果を活かす
情報基礎理論 aの第 1回授業時に，「情報倫理」「電子メール」

「インターネット」の経験（高校までの授業での経験）につい
て，以下の内容でアンケート調査する。
【情報倫理について】
・インターネットやメールを使うときのマナーやルールにつ
いての授業を受けたことがあるか。

・インターネット上には不正なサイトがあることを知ってい
るか。

・インターネット上の不正サイトに入っていった（迷って入
った）ことがあるか。

・著作権（例えば違法コピー）のことについて少しは知って
いるか。

【電子メールについて】
・パソコンを使ってメールのやりとりをしたことがあるか。
・メールに文書ファイルを添付して送信したことがあるか。
・圧縮した文書ファイルを添付して送信したことがあるか。
【インターネットについて】
・インターネットをしたことがあるか。
・インターネットでキーワード検索したことがあるか。
・何らかのファイルをダウンロードしたことがあるか。
②著作権やネチケットについて
永井と奥田は，小学生，中学生，高校生，大学生を対象にし

た調査分析の結果，校種が進むほど著作権への認識が高くなる
とは言えない。また，大学の情報教育においては，1年生の最
初の時期に著作権等の知的財産権や情報倫理について学ぶ機会
を設定し，これらの教育を強化していく必要がある（10）と提言し
ているが，本学 1年次生の情報基礎理論 aのシラバスにはこの
提言内容が包含されており，現代の大学教育にマッチしたシラ
バスと言うことができる。
一方，三宅は，中学・高校・大学生の情報倫理意識と道徳的

規範意識の関係について実態調査をもとにした分析を行い，統
計解析の結果，情報倫理意識と道徳的規範意識は相互に影響し
合って向上する可能性が示唆された。しかし，公衆道徳は全く
別の意識として捉えていること，著作権と電子メール礼儀（ネ
チケット）の相関がみられなかったことから，今後の情報倫理
教育に関する指導内容は，これらの内容も考慮に入れて教授内
容や教授方法について工夫していく必要があると考えられる（11）

と指摘している。
これらの点を踏まえ，授業設計の際には次のように留意す

る。
【著作権について】
情報倫理に関する 2時間の授業（第 12・ 13回）の中に含ま

れている著作権について，いくつかの具体的な事例を扱うよう
にする。事例は，以下を想定する。
・音楽（楽曲）やコンピュータソフトの違法コピー
・インターネット上の画像等の二次利用
・コンサート等の録音やビデオ撮影
・その他，著作権法に違反した事件
【電子メールについて】
電子メールに関する授業は第 2回と第 3回で履修しているの

で，情報倫理に関しての授業との間に時間差がある。そこで，
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情報倫理に関する授業を行った後，前期の学習内容のまとめと
しての授業（第 15回）の中に，電子メールのネチケットにつ
いての復習ができるようにする。内容を伴ったメール作成がネ
チケットの意識を高めることにつながるので，情報倫理に関す
る事柄についての感想を授業者（筆者）宛にメール送信するこ
とを想定する。

3．意識や行動についての検討

情報倫理に関する 2回の授業（第 12･13回）を受けることに
よって，学生一人一人の意識の変容や行動の変化に期待したい。
そのために授業を行うのであるから。そこで，2回の授業で学
生に対して提出を求める「課題」に記述された内容について分
析し，学習効果について検討する。
課題内容には 2本のビデオ視聴の感想として，「一番心に残

ったのはどんなことか」「それはなぜか」について記述できる
ようにする。また，2回目（第 13回）の課題内容には「自分
自身，これからどんなことに気をつけていきたいと思うか」に
ついて自由記述できるようにする。そして，後者の結果をまと
めたものを第 14回授業で学生に返し，自己の意識や行動につ
いて考える場をとるようにする。さらにその結果を第 15回授
業（前期最終回）で学生に返し，共有化できるようにする。
この「共有化」は，情報倫理に関する自他の意識や行動につ

いての認識を深めることにつながるものと考える。

Ⅳ．研究の結果

1．実態把握の結果を活かした授業の実施

（1）情報倫理について

ネチケットについての授業を受けたことがあると答えた学生
は 28.8％と，とても少ない。その一方，不正サイトがあること
を知っていると答えた学生は 60.6％とかなり多く，著作権のこ
とを少しは知っている学生も 31.7％いることがわかる（図表 1）。

図表 1 情報倫理についての実態

この結果を踏まえ，実際の授業においては，ネットワーク上
のマナーやルールについての理解を深めたり，サイバー犯罪に
ついても実際に起きている事件として認識したりすることがで
きるよう，警察庁や警視庁のWebサイトを閲覧するようにした。
（2）電子メールについて

使ったことがあると答えた学生は 50.8％であり，初めて使う
学生が半数いることがわかる。メールにファイルを添付したこ
とがあると答えた学生は 17.4％であり，圧縮ファイルにおいて
は 7.6％と極めて少ない（図表 2）。

図表 2 電子メールについての実態

この結果を踏まえ，送信メールを作成する際には，本文の記
述についての基本的なマナーを習得できるようにする。その際，
相手意識を持つことがマナー理解を高めることになるので，学
習者（学生）一人一人が授業者（筆者）に対してメールを作成
して送るようにした。そして，一人一人の学生に対して返信す
るようにした。また，添付ファイルについては，文書ファイル
を添付したり，描画ソフトで描いた画像を圧縮して添付したり
して，具体化した。
（3）インターネットについて

使ったことがあると答えた学生は 95.5％ととても高い割合を
示し，キーワード検索ができる学生も 86.4％と高い。しかし，
ファイルをダウンロードしたことがあると答えた学生は 31.8％
と少ない（図表 3）。

図表 3 インターネットについての実態

この結果を踏まえ，演習課題に対応する画像をダウンロード
する手順を習得できるようにするとともに，自己の著作物の中
で他者の著作物を引用する際には出典を明らかにする必要があ
ることを知らせ，著作権についての意識を持つことができるよ
うにした。

2．情報セキュリティ対策ビデオを活かした授業の実施

（1）番組分析

情報セキュリティ対策ビデオは「サイバー犯罪事件簿」とし
て 2つのシリーズがある。1本目は「姿なき侵入者」であり，
2本目は「危険なアクセス」である。
①「姿なき侵入者」（40分）



【あらすじ】（一部）
高校教師の斎藤裕子が担任する 3年 2組のホームページが何

者かによって荒らされた。裕子の自宅でも急にインターネット
の回線スピードが遅くなったり，身に覚えのないクレジットカ
ードの高額な請求書が届いたり，インターネット上のトラブル
が絶えない。そんな中，裕子の弟・大輔がインターネットオー
クションで違法ソフトを販売していたという容疑がかけられる。
【授業のポイント】
担任である裕子が主役であるが，学生は裕子の弟，大輔に感

情移入しながら視聴すると考えられる。それは，大輔が濡れ衣
を着せられることから場面が展開し，次第に解決へと向かって
いくからである。濡れ衣を着せられる原因となったのは，大輔
の個人情報（ID・ PW）を他者が不正に利用したからであり，
第 1回の授業のテーマ「被害者・加害者にならないために」と
の整合性はとても高いと考える。ただ，番組の長さが 40分で
あることから，学生の視聴意欲がどこまで持続するか，不安材
料もある。サイバー犯罪がドラマ（ビデオ）の中だけのことで
なく，現実に起きていることの認識や実感が視聴意欲の持続に
つながるものと考える。そこで，授業の前半で警察庁（http://
www.npa.go.jp/）のWebサイトを閲覧し，個人情報を不正に
利用した犯罪が起きていることを認識できるようにした。
②「危険なアクセス」（30分）
【あらすじ】（一部）
主婦・高橋靖子は，夫と 2人の子供たちに囲まれ，平凡だが

充実した毎日を送っていた。しかし，ある日突然家族がサイバ
ー犯罪に巻き込まれてしまう。夫はインターネットオークショ
ンで詐欺にあい，息子はアダルトサイトのしつこい架空請求に
悩まされ，娘は出会い系サイトで知り合った男にストーカーの
ように付きまとわれている。その上，靖子が趣味で作っている
ホームページに何者かが不正アクセスし，スパイウエアを感染
させるソフトが仕込まれていたことが発覚する。
【授業のポイント】
前時の授業で視聴するビデオにおいては，弟がサイバー犯罪

に巻き込まれるという設定であり，本時の授業で視聴するビデ
オは，家族 4人がそれぞれにサイバー犯罪に巻き込まれるとい
う設定であるので，多くの学生は身近な出来事として捉えるこ
とができると考える。また，第 2回の授業のテーマ「情報倫理」
との整合性も高いと考える。しかし，家族 4人が揃って巻き込
まれるのは非日常的とも言える。そこで，授業の前半で警視庁
（http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/）や石川県警（http://
www.police.kanazawa.ishikawa.jp/）などのWebサイトを閲覧
し，ネット詐欺，不正請求，出会い系サイト，スパイウエアに
関する犯罪が起きていることを認識できるようにした。
（2）授業の概略

①第 1時（第 12回）の授業の概略

②第 2時（第 13回）の授業の概略

3．意識や行動についての検討

（1）「どんなことに気をつけたいか」

①個々の感想の把握
情報基礎理論 a（木曜 3限，金曜 4限）を受講している学生

に対し，2回にわたる授業（1回目：被害者・加害者にならな
いために，2回目：情報倫理）を行った後，「あなた自身，こ
れからどんなことに気をつけていきたいと思いますか」と聞い
てみた。
回答した 126名の学生の感想をカード化し，KJ法的手法に

よって処理した結果，電子メール，インターネット，情報セキ
ュリティ，著作権の 4つにまとめることができた。
以下にその 4つについて詳述する。
【電子メール】
・知らない人間からのメールは開かない（すぐにゴミ箱処理
する）。

・チェーンメールがきても，転送しない。
・メールアドレスのアカウントを複雑なものにして，迷惑メ
ールが届かないようにする。

【インターネット】
・怪しいWebサイトには安易にクリックしない（ワンクリ
ックしない）。

・インターネットで買い物をしない（オークションに参加し
ない）。

・インターネット上でのうまい話に乗らない（ネット上の人
間を安易に信用しない）。

・有名なサイトでも安易に利用せず，情報の真意を確かめて
から利用する。

・不正請求や架空請求があったら，すぐに警察や生活消費セ
ンターなどに知らせる。

・何かあったら，周りの人，家族，警察などに相談する。
【情報セキュリティ】
・自分のパスワードを知らせたりせず，また，すぐにわから
ないように複雑にする。

・自分のパソコンのセキュリティレベルを高くする（ウィル
ス対策ソフト，スパイウエア対策ソフトなど）。

・自分や家族の個人情報（名前や電話番号など）の管理に十
分に気をつける。

【著作権】
・著作権に気をつけないと，自分も知らないうちに著作権違
反をしてしまうかもしれない。

②他者の感想からの意識化
第 14 回授業において，上記の結果（4 つにまとめたもの）

を授業者からのレポートとして学生に返すとともに，第 14回

【テーマ】情報倫理
【内　容】
1 サイバー犯罪について

①警視庁「情報セキュリティ広場」の閲覧
②石川県警「サイバー犯罪対策室」の閲覧

2 情報セキュリティ対策について（その 2）
①情報セキュリティ対策ビデオ「危険なアクセス」
を視聴する

②視聴した感想を書く
③授業全体の感想を書く（課題提出）

【テーマ】被害者・加害者にならないために
【内　容】
1 ネットワーク社会の光と影

①ネットワーク社会の「光」について考える
②ネットワーク社会の「影」について考える

2 情報セキュリティ対策について（その 1）
①情報セキュリティ対策ビデオ「姿なき侵入者」
を視聴する

②視聴した感想を書く
③授業全体の感想を書く（課題提出）
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授業の課題の中に，レポートを読んだ感想について自由記述す
ることを含めるようにした。
以下に記述内容の一部を紹介する。

=========================================

・コンピュータを甘く見ていたら痛い目にあうので，自分の個
人情報がもれないように十分注意したい。

・携帯電話やコンピュータはとても便利なものだけど，使う人
間が正しい知識を身につけていないといけない。

・インターネットの利便性や危険性をしっかりと認識して，上
手に使っていきたい。

・インターネット上で「うまい話には乗らない」だけでなく，
日常生活の中でも気をつけていきたい。

・自分もワンクリック詐欺にあったことがあるので，これから
はもっと気をつけたい。

・インターネットオークションは安易に利用しないようにし，
知らないサイトはクリックしないようにしたい。

・みんながレポート内容にあるようなことをしっかりとすれ
ば，犯罪に巻き込まれないですむと思った。

・みんなの感想を見て，パスワードは簡単なものにしないで，
複雑なものにしたほうがいいと思った。

・家で使っているコンピュータのウィルス対策やスパイウエア
対策がなされているか調べてみようと思った。

・メールアドレスのアカウントを複雑にすることは迷惑メール
が届きにくくなるので，いい考えだと思った。

・著作権違反は犯罪なので，ちゃんと最善の注意を払っていき
たいと思った。

・先生がまとめたレポートを読んでいくと，やはりみんな考え
ていることが一緒だなあと気づいた。

・ほとんどの人が自分と同じような感想を抱いていることがわ
かった。

・レポートを読んだことによって再確認できた。さらに自分の
中で注意力を高めていきたい。

・授業を受けた自分たちだけでなく，もっとたくさんの人に情
報倫理について知ってもらわないと被害は拡大していくだろ
うと思う。

=========================================

以上のように，多くの学生において情報倫理に関する意識の
変化が見受けられた。今後の行動目標について意識している学
生が多いこともわかった。
また，学生一人一人の感想をまとめて返し，全体傾向をもと

に思考する場を設定することにより，さらに一人一人の考えを
深めることができた。これは，端的にはフィードバックによる
効果であるということができる。情報倫理観は，学生一人一人
の価値観や規範意識によるところが大きいと言えるが，こうし
たフィードバックによって，さらに情報倫理観が深化していく
ことが確認できた。
（2）学生の意識や行動について

①アンケート調査
第 14回の授業は，文書作成ソフトであるWORD（第 6～

11回の授業）についての総合演習課題を解決することが授業
の目的である。
そこで，課題解決して提出する文書の中に以下の内容を含め，

情報倫理に関する授業を受けた後の行動や態度についての回答
を求めることにした（図表 4）。

図表 4 行動や態度についてのアンケート

②調査の結果と考察
上記の回答結果を量的に整理し（図表 5），情報倫理に対す

る意識と行動についての検討を加えた。

図表 5 心がまえや態度についての回答結果

インターネットを使うときの自分の心がまえや態度が慎重に
なったと答えた学生は 75.4％であり，最も高い割合を示して
いる。また，携帯電話を使うときの自分の心がまえや態度が慎
重になったと答えた学生の割合も 71.7％と高い。
インターネットと携帯電話は，学生にとっての身近な情報ツ

ールであるがゆえのことであり，だからこそ，情報倫理につい
ての授業が必要であると言うことができる。
授業で学んだり考えたりしたことをもとに話し合ったことが

ある学生の場合，「家族」の割合が 9.4％であるのに対し，「友
だち」の割合が 29.7％を示し，その差は 20.3ポイントある。
前者については，大学生になった自覚や一人暮らしなどの理由
から，家族と話し合う割合が低いことは理解できる。一方，後
者については，10人中 3人が友だちと話し合っていることが
わかる。情報倫理は，人と人とのコミュニケーションの中での
よりよい意識や行動が求められるものであると考えると，友だ
ちとコミュニケーションが図られている学生が 3割いることは
喜ばしいことであると言える。
大学で使うコンピュータのパスワードを変更したと答えた学

生は 18.1％であり，2割近い学生はパスワードを変更するとい

2回の授業（1回目：被害者・加害者にならないために，
2回目：情報倫理）を受けた後のあなたの行動や態度に
ついて，当てはまるものに○を付けてください（複数回
答可）。
（ ）授業で学んだり考えたりしたことをもとに，友だち

と話し合ったことがある。
（ ）授業で学んだり考えたりしたことをもとに，家族と

話し合ったことがある。
（ ）携帯電話を使うときの自分の心がまえや態度が慎重

になった。
（ ）インターネットを使うときの自分の心がまえや態度

が慎重になった。
（ ）大学で使うコンピュータのパスワードを変更した。
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う行動をとっていることがわかる。
実際に行動をとらずとも，前期第 1回授業において，学内の

コンピュータを使う際，大学事務局から発行された初期パスワ
ードを変更するように指示したが，その意味をより多くの学生
が改めて認識することができたと推察することができる。
③「意識や行動の変化」のフィードバック
前期授業の最終回（第 15回）において，心がまえや態度に

ついての割合を示したグラフを見て，全体傾向について知ると
ともに，それをもとに改めて情報倫理に対しての意識や行動に
ついて考える場を設定した。
グラフを見て考えたことを授業者（筆者）に知らせる手段と

して，電子メールを用いた。最終回の授業は電子メールとイン
ターネットについての総合演習課題を解決することが授業の目
的であり，送信する電子メールの内容として「グラフを見た感
想」を取り入れた。これにより，電子メールのマナー（ネチケ
ット）について，内容を伴った復習ができると考えた。
以下に，学生から送信されたメール内容の一部について紹介

する。
=========================================

・ほとんどの人が携帯電話を持っているから，慎重になったと
の答えが圧倒的に多いと思った。

・インターネットに対する態度が変わったのは自分だけと思っ
ていたが，ほとんどの人が変わったと答えていたので，少し
驚いた。

・グラフの伸びが大きいインターネットと携帯電話について
は，詐欺にあわないように気をつけている人が増えたことを
表していて，とても良かったと思う。

・授業で学んだり考えたりしたことをもとに，友だちや家族と
話し合った人がいるのを知って，自分も話し合おうかなと思
った。

・家族で話し合ったという人が少なかったのは自分の予想通り
だったけど，家族みんなで気をつけないといけないことなの
で，もっと話し合うべきだと思う。

・自分と同じ人がいることを確認できて，安心できた。また，
実行すれば良かったと思った「友だちと話し合う」も少し多
い結果だったので共感できた。

・自分だけ警戒しているだけでなく，家族や周りの友だちにも
呼びかけていかなければならないと実感した。

・パスワードを変更する人や家族や友だちと話し合ったりする
人もいて，心がまえが私と違うなと思った。私も見習ってみ
ようと思った。

・自分はしなかったけど，パスワード変更をしている人も
18.1％の人がいてびっくりした。

・パスワードを変更したという人が全体の 2割以下だった。こ
の項目は実際の対策としては一番効果的なことだと思うの
で，もっとこの箇所の人が増えればいいと思う。

・インターネットや携帯電話の使う態度が慎重になったという
のが一番多かったので，ビデオを見て警戒心を高めたのだと
思う。

・ 7割以上の人がインターネットや携帯電話を慎重に使うよう
になったという結果から，この講義はかなり有意義だったこ
とがわかった。

・インターネットや携帯電話は今や毎日の生活の必需品なの
で，使う人はどこかで慎重に使わないといけない気持ちは持
っていると思う。だけど毎日使うものなので，どこか安易な
気持ちもあり，こういうビデオを観たりして講義などでの学

習がないとなかなかこのような思いになれないのは正直なと
ころである。

・授業を受けたたくさんの人がセキュリティに興味を持って，
それを見直したのがとてもよかったと思う。

・実際に行動に移している人があまりいないので，もっとセキ
ュリティについて学ばなければと思った。

=========================================

以上のように，全体の意識や行動について知ることによって，
さらに一人一人の情報倫理観が深まったことが確認できた。ま
た，これを機にさらに情報倫理について学んでいきたいという
意識も見受けられる。さらに，情報倫理についての授業の必要
性についても意識できていることが伺える。
（3）ネチケットの授業経験と意識や行動の変化との関係

①比較方法
第 1回の授業時に行った実態把握の結果（図表 1参照）と授

業後の結果（図表 5参照）との比較を行い，情報倫理に対する
意識や行動についての傾向は，高等学校までのネチケットにつ
いての授業を受けた経験の有無に関係しているかについて分析
した。
分析に際し，実態把握時の問い「ネチケットについての授業

を受けたことがある」に「ある」と答えた学生と「ない」と答
えた学生それぞれの授業後の意識と行動を比較した。なお，比
較に際し，第 1回と第 15回の授業の両方に出席した 117人の
学生を対象とした。
②比較結果
情報倫理に関する授業を受けた後の意識と行動のしかたにつ

いての 5つの設問による回答結果を数値化（はい： 2，いい
え： 1）して学生個々の合計点（最小 5点，最大 10点）を求
め，117人の平均点を算出した。その結果，平均値 7.01が得ら
れた。
この平均値をもとに，大学入学前にネチケットについての授

業を受けた経験が「ある」と答えた学生と，「ない」と答えた
学生には差異があるかについて検討した。
「ある」と答えた学生の平均値は 7.26であり，全体平均値を
0.25ポイント上回っている。一方，「ない」と答えた学生の平
均値は 6.90であり，全体平均値を 0.11ポイント下回っている。
この 0.36ポイントの差は無視することができるかを検討す

るため，t検定による統計解析を試みた。その結果，10％水準
で有意差があったが（t値 =1.884，φ 120），5％水準では有意
差が認められなかった。
このことから，大学で情報倫理に関する授業を受けた後の行

動や態度についての傾向（図表 5参照）には，高等学校までに
ネチケットの授業を受けた経験の有無が関係していないと言え
ることがわかった。
（4）授業の体系化

情報倫理に焦点を当てた授業は前期 15回中，2回（第 12･13
回）であるが，計 15回の授業の内容と関連付けながら，情報
倫理観を高める授業を展開した。
そこで，1年次生の情報倫理観を高める授業に焦点を当てた

今回の実践的な授業研究について，体系的に整理してみた（図
表 6）。

－ 49 －

大学生 1年次生の情報倫理に対する意識と行動についての研究 49



図表 6 情報倫理に焦点を当てた授業の体系化

第 1回授業においては学生の実態把握を行い，その結果を第
12・ 13回に活かしたり，教科書分析や先行研究の知見を踏ま
え，電子メール（第 2・ 3回）やインターネット（第 4・ 5回）
を中心とした授業とも関連付けたりするようにした。また，前
期の授業のまとめ（第 14回）を行う演習課題の中に情報倫理
に関する意識と行動についての調査項目を織り交ぜた。さらに，
前期授業の最終日（第 15回）には第 14回の調査結果をグラフ
にまとめて学生一人一人に返し，それを見ての感想を電子メー
ルによって求めることも行い，情報倫理に対する意識や行動の
さらなる深化をめざした。
このように，学生一人一人の情報倫理観を高めることを目的

にした第 12・ 13回の授業を核にして，その前後に位置づく授
業内容を有機的に関連付けることにより，情報倫理に対する
「確かな学び」や「豊かな学び」が具現化できたと考える。

Ⅴ．結論

本研究の結果，大学 1年次生の情報倫理に対する意識と行動
について，以下の 3点が明らかとなった。
１．授業を受けた学生一人一人の情報倫理に対する意識や行動
には明らかな変化が認められる。

２．情報倫理に対する意識や行動のしかたとして，多くの学生
に共通し，かつ，高い割合を示したものは，インターネット
や携帯電話を使うときの心がまえや態度の慎重さである。

３．情報倫理観は個人の価値観や規範意識によるところが大き
いと言えるが，学生一人一人の意識や行動について全体にフ
ィードバックすることにより，深化させることができる。

Ⅵ．おわりに

情報倫理に焦点を当てた実践的な授業研究を押し進めるにあ
たり，学生の情報倫理に対する意識や行動について把握し，評
価するための手立てをいくつかとった。その主なものが「感想」
「反応」であり，それについてまとめたり分類したりした結果
を学生に返すこと，つまり，フィードバックを重視してきた。
一人一人の感想や意識をもとに整理して学生に返すことによっ
て，個々の学生は全体傾向について知ることができ，それをも
とにまた自分自身が考えることができる。フィードバックは学
生の学び方にとても有用であることを実践的に確認することが
できた。
授業のメインテーマに関して学生の理解度を個人的に抽出す

ることができれば，学生が何をどのように理解しているかを把
握することができる。形式ばらずに意見を求めることで建設的
な批判も得られ，またどのティーチングの方法が教材を理解す
るのに最も貢献するかを判断することもできる（12）とデイビス
が言うように，迅速なフィードバックは，教師自身の授業の評
価と改善に資することができる。つまり，大学教育における
FD（Faculty Development）につながるものと考える。
今後も自己が担当する科目を FDの観点から検討し，絶え間

なく授業改善を行っていきたい。
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